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① 0～4 歳、5～9歳、10～14 歳、30～34 歳、35～39 歳、40～44 歳 

・2013 年の 0～14 歳と 30～44 歳の転入者数の合計は 11,902 人、転出者数の合計は 12,059 人となっ

ており、157 人の転出超過となっている。 

・2014 年の 0～14 歳と 30～44 歳の転入者数の合計は 11,519 人、転出者数の合計は 11,509 人となっ

ており、10人の転入超過となっている。 

・2017 年の 0～14 歳と 30～44 歳の転入者数の合計は 10,393 人、転出者数の合計は 10,967 人となっ

ており、574 人の転出超過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転出者数の減少幅よ

りも転入者数の減少幅が大きい。 
 

② 15～19 歳、20～24 歳 

・2013 年の 15～24 歳の転入者数は 5,656 人、転出者数は 7,794 人となっており、2,138 人の転出超

過となっている。 

・2014 年の 15～24 歳の転入者数は 5,685 人、転出者数は 7,809 人となっており、2,124 人の転出超

過となっている。 

・2017 年の 15～24 歳の転入者数は 5,883 人、転出者数は 8,559 人となっており、2,676 人の転出超

過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数は 15～19 歳で減少傾向であるが 20

～24 歳は増加傾向である。転出者数は増加傾向であり、20～24 歳は増加幅が大きい。 
 

③ 25～29 歳 

・2013 年の 25～29 歳の転入者数は 4,647 人、転出者数は 5,442 人となっており、795 人の転出超過

となっている。 

・2014 年の 25～29 歳の転入者数は 4,608 人、転出者数は 5,144 人となっており、536 人の転出超過

となっている。 

・2017 年の 25～29 歳の転入者数は 4,519 人、転出者数は 5,230 人となっており、711 人の転出超過

となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数は減少傾向であるが、転出者数はほぼ

同水準で推移している。 
 

④ 45～49 歳、50～54 歳、55～59 歳 

・2013 年の 45～59 歳の転入者数の合計は 2,651 人、転出者数の合計は 2,767 人となっており、116

人の転出超過となっている。 

・2014 年の 45～59 歳の転入者数の合計は 2,712 人、転出者数の合計は 2,854 人となっており、142

人の転出超過となっている。 

・2017 年の 45～59 歳の転入者数の合計は 3,075 人、転出者数の合計は 2,994 人となっており、81

人の転入超過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数と転出者数ともに増加し

ている。 
 

⑤60～64 歳、65～69 歳、70～74 歳、75～79 歳、80～84 歳、85～89 歳、90 歳以上 

・2013 年の 60～89 歳、90 歳以上の転入者数の合計は 1,891 人、転出者数の合計は 1,911 人となっ

ており、20人の転出超過となっている。 

・2014 年の 60～89 歳、90 歳以上の転入者数の合計は 1,813 人、転出者数の合計は 1,860 人となっ

ており、47人の転出超過となっている。 

・2017 年の 60～89 歳、90 歳以上の転入者数の合計は 1,844 人、転出者数の合計は 1,865 人となっ

ており、21人の転出超過となっている。また、2013、2014 年と比べて、転入者数と転出者数とも

に同水準で推移している。 

 

・2017 年の転出超過数が基準値から 1,063 人増加している要因として、15～24 歳（進学・

就職世代）の転出者数が増加していることが大きく影響していると考えられる。 

・2017 年の転入者数が減少している要因として、30～44 歳と 0～14 歳の転入者数が減少し

ていることが影響していると考えられる。 
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① 中部 

 ・2013 年の中部から三重県への転入者数は 10,634 人、転出者数は 12,334 人となっており、1,700

人の転出超過となっている。 

 ・2014 年の中部から三重県への転入者数は 10,321 人、転出者数は 11,784 人となっており、1,463

人の転出超過となっている。 

 ・2017 年の中部から三重県への転入者数は 10,011 人、転出者数は 12,317 人となっており、2,306

人の転出超過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数は減少しているが、転出

者数はほぼ同水準で推移している。 

 

② 東京圏 

 ・2013 年の東京圏から三重県への転入者数は 4,461 人、転出者数は 5,548 人となっており、1,087

人の転出超過となっている。 

 ・2014 年の東京圏から三重県への転入者数は 4,268 人、転出者数は 5,694 人となっており、1,426

人の転出超過となっている。 

 ・2017 年の東京圏から三重県への転入者数は 4,389 人、転出者数は 5,907 人となっており、1,518

人の転出超過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数は多少の増減があるもの

の、ほぼ同水準で推移しているが、転出者数は増加している。 

 

③ 関西 

 ・2013 年の関西から三重県への転入者数は 6,621 人、転出者数は 7,337 人となっており、716 人の

転出超過となっている。 

 ・2014 年の関西から三重県への転入者数は 6,488 人、転出者数は 7,069 人となっており、581 人の

転出超過となっている。 

 ・2017 年の関西から三重県への転入者数は 6,379 人、転出者数は 6,974 人となっており、595 人の

転出超過となっている。また、2013 年、2014 年と比べて、転入者数、転出者数とも減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2017 年の転入者数が減少している要因として、関西から三重県への転入者数が減少して

いることが影響していると考えられる。 

・2017 年の転出者数は 2016 年と比べて、特に中部（243 人増）、東京圏（254 人増）で増加

している。 
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